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甲陽園 ナチュレ

甲陽地域コミュニティ協議会編集部

（1） （4）

広告 広告

なつぎ薬局

広告 広告

〒662-0013 西宮市新甲陽町3-12 ☎0798-76-1900

矯正・インプラント・歯周病などのご相談は、、、

令和7年7月1日 令和7年7月1日第391号 第391号

7・8月号

神原公民館（TEL：71-7444）
日　時 内　　容 講　師

7月10日㈭
14：30〜 16：00

絵本のお話会
〜絵本を通して子どもと大人の交流会をしませんか〜
語り手と子ども（聞き手）とお話の世界を共有します
対象：Aコース小さい子ども向け（4歳〜小学校2年生くらいまで）

Dコース大きい子ども向け（小学校3年〜）
定員：各15人（子どもの人数）連続参加可能　先着順

元保育士
竹原紀子

7月13日㈰
13：30〜 15：30

沖縄三線コンサート
沖縄県大宜味村出身の三線師範仲村元一先生が、教室の生
徒と一緒に「民謡」や「沖縄ポップス」を歌って演奏します。心に
優しく響き渡るような三線の音色をお楽しみください。沖縄文
化や貴重な戦争体験の話、三線体験コーナーもあります！
定員：40人　当日先着順　　　参加費：無料

三線師範
仲村元一

8月31日㈰
16：00〜

ポピュラーコンサート「化学反応」LIVE
ソールフルなボーカルと2人のギタリストが奏でる音楽。
観衆の皆さんとの化学反応を楽しみませんか。

グループ
「化学反応」

公 民 館 講 座
上ケ原公民館（TEL：72-7286）

日　時 内　　容 講　師

7月24日㈭
13：30〜 15：00

夏休みの工作
〜ビー玉スライダーを作ろう〜
（対象：小学2〜4年生）※要材料費
定員：20人　事前申し込み

つくらぶひろば
藤本直美

7月30日㈬
14：00〜 15：30

地震のおはなし
〜その起こり方と予知について〜

定員：60人　先着順

大阪大学名誉教授
理学博士
松田准一

事前申し込み：ホームページ、または電話（0798-72-7286）などでご確認くだ
さい。

表敬訪問する杉岡さん（中央）

　
公
益
財
団
法
人
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
日
本
連
盟
は
、
そ
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
最
高
位
で
あ
る
「
富
士

ス
カ
ウ
ト
章
」
を
令
和
６
年
度
に

受
章
し
た
ス
カ
ウ
ト
の
秋
篠
宮
皇

嗣
殿
下
へ
の
ご
接
見
を
3
月
26
日

に
、
石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
、
阿

部
俊
子
文
部
科
学
大
臣
へ
の
表
敬

訪
問
を
27
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
西
宮
第
10
団
か
ら
は
、
首
相
官

邸
へ
2
人
が
訪
問
し
、
そ
の
１
人

は
、
甲
陽
園
小
学
校
卒
業
生
で
現

徒
と
教
職
員
が
心
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
甲
陽
線
の
車
窓
に
広
が
る
た
く

さ
ん
の
桜
、
大
池
の
輝
く
水
面
、

甲
山
の
緑
、
そ
し
て
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
と
意
欲
に
満
ち

た
職
員
に
迎
え
ら
れ
、
こ
の
甲
陽

園
小
学
校
に
勤
め
ら
れ
る
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
に
愛
さ
れ
、

地
域
と
共
に
あ
る
甲
陽
園
小
を
目

指
し
、
職
員
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

在
琉
球
大
学
2
年
生
の
杉
岡
薫ゆ

き
の乃

さ
ん
（
目
神
山
町
）
で
す
。

　
富
士
ス
カ
ウ
ト
章
を
受
章
し
た

高
校
生
や
大
学
生
47
人
と
面
会
し

た
石
破
首
相
か
ら
は
「
一
人
一
人

が
よ
り
素
晴
ら
し
い
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
先
駆
者

と
し
て
、
さ
ら
に
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
の
激

励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
阿
部
文
部
科
学
大
臣
は

お
祝
い
の
辞
と
と
も
に
、「
希
望

は
人
を
成
功
に
導
く
」
と
い
う
ヘ

レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
言
葉
を
用
い
て

「
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
夢
や
希

望
に
向
か
っ
て
大
い
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
社
会
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
杉
岡
さ
ん
が
受
章
者

を
代
表
し
て
「
ス
カ
ウ
ト
活
動
で

培
っ
た
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

社
会
に
貢
献
す
る
人
に
な
り
た

い
」
と
、
そ
の
意
気
込
み
を
伝
え

ま
し
た
。

　
五
月
ケ
丘
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
出

没
。
3
月
上
旬
、
市
役
所
か
ら
貸

し
出
さ
れ
た
捕
獲
器
で
捕
獲
し
ま

し
た
。

　
今
年
の
8
月
15
日
は
、
80
回
目

の
終
戦
記
念
日
で
す
。
世
界
中
で

は
、
現
在
も
戦
争
の
悲
劇
が
繰
り

返
さ
れ
、
そ
の
現
状
を
ニ
ュ
ー
ス

で
見
聞
き
し
ま
す
。

　
か
つ
て
、
こ
の
甲
陽
地
域
に
住

ん
で
い
た
、
当
時
、
神
戸
大
学
教

授
で
、
政
治
学
者
、
歴
史
学
者
で

も
あ
っ
た
五い

百お

籏き

頭べ

眞ま
こ
と

さ
ん
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
外
交
史
の
研
究
者
で
あ
り
、「
行

動
す
る
学
者
」
と
し
て
戦
後
、
日

本
の
あ
る
べ
き
進
路
を
示
し
続
け

て
き
た
人
で
す
。
そ
し
て
、
日
本

の
外
交
の
あ
り
方
を
歴
代
総
理
に

助
言
し
、
貢
献
し
ま
し
た
。

　
惜
し
く
も
、
昨
年
逝
去
さ
れ
た

時
に
は
、
歴
代
総
理
も
葬
儀
に
列

席
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
も
侍
従

長
を
通
じ
て
弔
意
を
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
戦
後
80
年
の
日
本
の
平
和
を

守
っ
た
五い

百お

籏き

頭べ

眞ま
こ
と

さ
ん
。

　
今
、
あ
ら
た
め
て
平
和
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
た
い
も
の
で
す
。

甲
陽
地
域
に
住
ん
だ
政
治
学
者

甲
陽
地
域
に
住
ん
だ
政
治
学
者

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
10
団

　
　
　
　富士
ス
カ
ウ
ト
章
受
章

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
10
団

　
　
　
　富士
ス
カ
ウ
ト
章
受
章

　
　
　杉岡
薫
乃
さ
ん
ら

表
敬
訪
問

　
　
　杉岡
薫
乃
さ
ん
ら

表
敬
訪
問

　
は
じ
め
ま
し
て
。
大
社
中
学
校

教
頭
に
着
任
し
ま
し
た
、
松
野
由

記
大
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、

大
社
中
学
校
に
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
明
日

が
楽
し
み
な
学
校
を
め
ざ
し
、
生

　
甲
陽
地
域
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち

は
。
こ
の
た
び
、
中
津
前
教
頭
の

後
任
と
し
て
、
真
砂
中
学
校
よ
り

着
任
し
た
藤
井
浩
樹
で
す
。
こ
の

美
し
い
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
提
供

す
る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
と

共
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

着
任
の
あ
い
さ
つ甲陽園小学校校長

� 平野直文�先生

上ケ原中学校教頭
� 藤井浩樹�先生

大社中学校教頭
� 松野由

ゆ

記
き

大
お

�先生

今年も開催します！

8月2日㈯17：00～20：30
甲陽園　夏まつり
場所：甲陽園小学校校庭
皆様ご参加ください。

問い合わせ→

丸尾雄二さん宅で捕獲

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　甲陽園地域の子育て交流の場として、毎週木曜
日に開室しています。手遊びや絵本読み聞かせ、
工作などの他、親子で楽しめるイベントなど企画
しています。

場　所   ―   コープ甲陽園 2F　集会室にて
西宮市新甲陽町 4-5（駐車場有り）

日　時   ―   毎週木曜日 10 時～13 時
対　象   ―   育児中の保護者とその子ども（0～3歳）

主催：甲陽園こぐまのわ　代表：秋田（koyoen.nijiiro@gmail.com）

甲
陽
園
ク
イ
ズ
の
答
え

　〔第
1
問
〕②
　
　〔第
2
問
〕③

　〔第
3
問
〕③
　
　〔第
4
問
〕③

　〔第
5
問
〕①
　
　〔第
6
問
〕④



My  Town　甲陽だより My  Town　甲陽だより（3） （2）

広告

季節のおいしい和菓子をお楽しみ下さい

阪急甲陽園駅前通り　電話（0798）74-6825
　　　（水曜定休日）甲陽園西山町1-60

慶弔の引出物承ります

広告

・受験用証明写真・パスポート用写真

広告
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野
尻
誠
二
さ
ん

新
甲
陽
町

こ こ に

人 あ り 地
域
の

 

つ
な
が
り
を
大
切
に

地
域
の

 

つ
な
が
り
を
大
切
に

お笑いステージに子どもたちも笑顔いっぱい

鍵盤ハーモニカの演奏に聴き入る

穏やかな人柄の野尻さん

懐かしい赤銅鈴之助の歌について
話す森さん

毎月第2日曜日午後
甲陽園市民館にて

会場の和室いっぱい、笑いで盛り上がります

得意芸の顔芸でえびす大黒を熱演

母・由希さんの伴奏に合わせ、
透き通った声で独唱♪

西宮神社獅子舞保存会の見事な舞

長
を
務
め
、
地
域
の
た
め
に
ま
い

進
す
る
日
々
で
す
。

　『
宮
っ
子
』
平
成
31
年
（
２
０

１
９
）
年
3
・
4
月
号
「
こ
こ
に

人
あ
り
」
欄
で
紹
介
し
た
野
尻
伸

一
さ
ん
は
実
兄
で
す
。

　
地
域
を
愛
し
、
活
動
す
る
野
尻

誠
二
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
甲
陽
地
域
で
活
躍
中
の
野
尻
誠

二
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
野
尻
さ
ん
は
、
祖
父
の
代
か
ら

新
甲
陽
町
に
住
む
「
宮
っ
子
」
で

す
（
少
し
の
期
間
離
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
）。
甲
陽
園
小
学
校
、

上
ケ
原
中
学
校
、西
宮
北
高
校（
現

西
宮
苦
楽
園
高
校
）
と
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
こ
の
地
で
生
活
し
、
地

元
の
甲
陽
園
が
大
好
き
な
一
人
で

す
。

　
ち
ょ
う
ど
母
の
介
護
を
終
え
た

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
新
甲

陽
町
の
役
員
を
引
き
受
け
、
翌
年

に
新
甲
陽
町
自
治
会
会
長
を
務
め

た
こ
と
か
ら
、
地
域
活
動
へ
の
要

請
が
増
え
、
現
在
は
甲
陽
地
域
自

治
会
連
絡
会
事
務
局
長
、
甲
陽
地

域
自
主
防
災
連
合
会
会
長
、
甲
陽

園
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
副
委
員

　
当
日
は
、
80
人
以
上
の
地
域
住

民
が
参
加
。
世
代
を
超
え
た
交
流

の
場
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
開
催

に
も
関
わ
ら
ず
、
終
始
に
ぎ
や
か

で
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
花

見
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
江
・
神
園
町
自
治
会
に
よ
る

花
見
会
が
、
3
月
30
日
に
神
園
公

園
で
5
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
春
の
日
差
し
の
下
、
公
園
内
の

桜
が
や
わ
ら
か
に
花
ほ
こ
ろ
ぶ
中
、

「
西
宮
神
社
獅
子
舞
保
存
会
」
の

皆
さ
ん
が
見
事
な
舞
で
花
見
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

Ｍ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
場
経
験

の
あ
る
漫
才
コ
ン
ビ
・
黒
幕
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
会
場

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
続
く
「
さ
う

ん
ど
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
に
よ
る
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
美
し
い
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
が
、
訪
れ
た
人
々
の
耳
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

〔
第
３
問
〕　
大
池
南
側
の
針
葉
樹

林
群
の
樹
木
は
何
で
し
ょ
う
？

　
①
メ
タ
セ
コ
イ
ア

　
②
カ
ラ
マ
ツ

　
③
ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ

　
④
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ

〔
第
４
問
〕　
夏
ま
つ
り
な
ど
が
行

わ
れ
る
大
池
公
園
は
、
か
つ
て
池

だ
っ
た
所
を
埋
め
立
て
て
で
き
ま

し
た
。
そ
の
土
砂
は
ど
こ
か
ら
運

ん
で
き
た
で
し
ょ
う
？

　
①
目
神
山
町
開
発
時
の
残
土

　
②
西
山
町
開
発
時
の
残
土

　
③�コ
ー
プ
甲
陽
園
前
辺
り
か
ら

関
学
への
道
路
建
設
時
の
残
土

　
④
五
月
ケ
丘
開
発
時
の
残
土

〔
第
５
問
〕　
山
陽
新
幹
線
が
そ
の

下
を
通
っ
て
い
る
公
園
は
ど
こ
で

し
ょ
う
？

　
①
東
山
児
童
遊
園

　
②
日
之
出
町
桜
公
園

　
③
山
王
東
公
園

　
④
甲
陽
園
若
江
公
園

〔
第
６
問
〕　
甲
山
森
林
公
園
自
由

広
場
に
歌
碑
が
あ
る
、
江
戸
時
代

後
期
の
儒
学
者
は
誰
で
し
ょ
う
？

　
①
新
井
白
石

　
②
中
江
藤
樹

　
③
林
羅
山

　
④
頼
山
陽

解
答
は
次
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

�

次
号
9
・
10
月
号
に
続
く

　
甲
陽
園
目
神
山
町
の
「
や
ま
び

こ
会
シ
ニ
ア
会
」
は
、
4
月
3
日

の
午
後
、
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

が
美
し
く
色
付
い
た
広
田
山
公
園

内
に
あ
る
広
田
山
荘
で
「
露
の
團

四
郎
独
演
会
」
を
開
催
し
、
満
員

と
な
る
約
50
人
が
訪
れ
て
大
盛
況

で
し
た
。

　
甲
陽
園
市
民
館
で
4
月
13
日
の

午
前
10
時
半
か
ら
「
レ
コ
ー
ド
喫

茶
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
英
貴
さ
ん
（
甲
陽
園
目
神
山

町
）
の
、
阪
神
電
車
の
赤
胴
車
復

活
や
西
宮
神
社
の
大
屋
根
の
ふ
き

替
え
が
銅
（
あ
か
が
ね
）
と
い
う

話
と
昭
和
の
レ
コ
ー
ド
と
を
結
び

つ
け
た
楽
し
い
話
。
ま
た
、
神
足

嘉
行
さ
ん
か
ら
は
昭
和
の
曲
や
原

由
子
作
詞
作
曲
『
花
咲
く
旅
路
』

に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　
前
半
の
演
目
は
「
時
う
ど
ん
」。

軽
妙
な
話
術
で
爆
笑
を
誘
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
團
四
郎
さ
ん
の

得
意
技
の
顔
芸
も
あ
り
、
瞬
時
に

変
身
し
て
会
場
内
を
笑
い
の
渦
に

巻
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
笑
い
は
健
康
長
寿
の
も
と
と
い

わ
れ
ま
す
。
会
場
に
は
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
露
の
團
四
郎
さ
ん
は
、

三
代
目
露
の
五
郎
を
10
月
24
日
に

襲
名
し
ま
す
。

　
後
半
は
特
別
出
演
の
甲
陽
園
目

神
山
町
の
大
学
生
・
横
江
伊
織
さ

ん
に
よ
る
独
唱
。

　
甲
陽
園
小
学
校
時
代
か
ら
高
校

ま
で
地
域
の
合
唱
団
に
所
属
し
、

現
在
は
北
海
道
の
大
学
に
通
っ
て

い
ま
す
。

　
独
唱
楽
曲
は
『
さ
よ
う
な
ら
』

な
ど
3
曲
で
、
い
ず
れ
も
伊
織
さ

ん
の
好
き
な
武
満
徹
作
曲
の
人
間

へ
の
愛
が
こ
も
っ
た
楽
曲
で
し
た
。

会
場
に
、
心
に
届
く
歌
声
が
響
き

ま
し
た
。

５
年
ぶ
り
に
笑
顔
咲
く
春
の
ひ
と
と
き―

―

　若
江
・
神
園
町
自
治
会
が
花
見
を
開
催

５
年
ぶ
り
に
笑
顔
咲
く
春
の
ひ
と
と
き―

―

　若
江
・
神
園
町
自
治
会
が
花
見
を
開
催

や
ま
び
こ
会
シ
ニ
ア
会

や
ま
び
こ
会
シ
ニ
ア
会

落
語
会

落
語
会

��

露
の
團
四
郎
独
演
会

露
の
團
四
郎
独
演
会

宮
っ
子
音
楽
回
廊
主
催

宮
っ
子
音
楽
回
廊
主
催

  

レ
コ
ー
ド
喫
茶

レ
コ
ー
ド
喫
茶

（
問
い
合
わ
せ
先
）

　宮
っ
子
音
楽
回
廊
　加
美
智
一
さ
ん

�

℡
0
9
0

・

7
4
8
7

・

8
2
2
3

〔
第
１
問
〕　
大
正
7（
１
９
１
８
）

年
5
月
に
甲
陽
土
地
組
合
が
発
足

し
、
甲
陽
土
地
株
式
会
社
と
し
て

こ
の
地
の
開
発
を
手
が
け
た
人
物

は
誰
で
し
ょ
う
？

　
①
小
林
一
三

　
②
本
庄
京
三
郎

　
③
本
田
宗
一
郎

　
④
松
下
幸
之
助

〔
第
２
問
〕　
大
師
道
交
差
点
か
ら

播
半
、
甲
山
森
林
公
園
へ
の
風
景

描
写
を
書
い
て
い
る
宮
本
輝
の
小

説
の
題
名
は
何
で
し
ょ
う
？

　
①
青
が
散
る

　
②
優
駿

　
③
に
ぎ
や
か
な
天
地

　
④
蛍
川
・
泥
の
河

甲
陽
園
ク
イ
ズ

甲
陽
園
が
大
好
き
な

�

皆
さ
ん
へ
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My  Town　甲陽だより My  Town　甲陽だより（3） （2）

広告

季節のおいしい和菓子をお楽しみ下さい

阪急甲陽園駅前通り　電話（0798）74-6825
　　　（水曜定休日）甲陽園西山町1-60

慶弔の引出物承ります

広告

・受験用証明写真・パスポート用写真

広告

令和7年7月1日 令和7年7月1日第391号 第391号
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野
尻
誠
二
さ
ん

新
甲
陽
町

こ こ に

人 あ り 地
域
の

 

つ
な
が
り
を
大
切
に

地
域
の

 

つ
な
が
り
を
大
切
に

お笑いステージに子どもたちも笑顔いっぱい

鍵盤ハーモニカの演奏に聴き入る

穏やかな人柄の野尻さん

懐かしい赤銅鈴之助の歌について
話す森さん

毎月第2日曜日午後
甲陽園市民館にて

会場の和室いっぱい、笑いで盛り上がります

得意芸の顔芸でえびす大黒を熱演

母・由希さんの伴奏に合わせ、
透き通った声で独唱♪

西宮神社獅子舞保存会の見事な舞

長
を
務
め
、
地
域
の
た
め
に
ま
い

進
す
る
日
々
で
す
。

　『
宮
っ
子
』
平
成
31
年
（
２
０

１
９
）
年
3
・
4
月
号
「
こ
こ
に

人
あ
り
」
欄
で
紹
介
し
た
野
尻
伸

一
さ
ん
は
実
兄
で
す
。

　
地
域
を
愛
し
、
活
動
す
る
野
尻

誠
二
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
甲
陽
地
域
で
活
躍
中
の
野
尻
誠

二
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
野
尻
さ
ん
は
、
祖
父
の
代
か
ら

新
甲
陽
町
に
住
む
「
宮
っ
子
」
で

す
（
少
し
の
期
間
離
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
）。
甲
陽
園
小
学
校
、

上
ケ
原
中
学
校
、西
宮
北
高
校（
現

西
宮
苦
楽
園
高
校
）
と
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
こ
の
地
で
生
活
し
、
地

元
の
甲
陽
園
が
大
好
き
な
一
人
で

す
。

　
ち
ょ
う
ど
母
の
介
護
を
終
え
た

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
新
甲

陽
町
の
役
員
を
引
き
受
け
、
翌
年

に
新
甲
陽
町
自
治
会
会
長
を
務
め

た
こ
と
か
ら
、
地
域
活
動
へ
の
要

請
が
増
え
、
現
在
は
甲
陽
地
域
自

治
会
連
絡
会
事
務
局
長
、
甲
陽
地

域
自
主
防
災
連
合
会
会
長
、
甲
陽

園
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
副
委
員

　
当
日
は
、
80
人
以
上
の
地
域
住

民
が
参
加
。
世
代
を
超
え
た
交
流

の
場
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
開
催

に
も
関
わ
ら
ず
、
終
始
に
ぎ
や
か

で
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
花

見
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
江
・
神
園
町
自
治
会
に
よ
る

花
見
会
が
、
3
月
30
日
に
神
園
公

園
で
5
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
春
の
日
差
し
の
下
、
公
園
内
の

桜
が
や
わ
ら
か
に
花
ほ
こ
ろ
ぶ
中
、

「
西
宮
神
社
獅
子
舞
保
存
会
」
の

皆
さ
ん
が
見
事
な
舞
で
花
見
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

Ｍ

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
場
経
験

の
あ
る
漫
才
コ
ン
ビ
・
黒
幕
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
で
会
場

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
続
く
「
さ
う

ん
ど
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
に
よ
る
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
美
し
い
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
が
、
訪
れ
た
人
々
の
耳
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

〔
第
３
問
〕　
大
池
南
側
の
針
葉
樹

林
群
の
樹
木
は
何
で
し
ょ
う
？

　
①
メ
タ
セ
コ
イ
ア

　
②
カ
ラ
マ
ツ

　
③
ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ

　
④
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ

〔
第
４
問
〕　
夏
ま
つ
り
な
ど
が
行

わ
れ
る
大
池
公
園
は
、
か
つ
て
池

だ
っ
た
所
を
埋
め
立
て
て
で
き
ま

し
た
。
そ
の
土
砂
は
ど
こ
か
ら
運

ん
で
き
た
で
し
ょ
う
？

　
①
目
神
山
町
開
発
時
の
残
土

　
②
西
山
町
開
発
時
の
残
土

　
③�コ
ー
プ
甲
陽
園
前
辺
り
か
ら

関
学
への
道
路
建
設
時
の
残
土

　
④
五
月
ケ
丘
開
発
時
の
残
土

〔
第
５
問
〕　
山
陽
新
幹
線
が
そ
の

下
を
通
っ
て
い
る
公
園
は
ど
こ
で

し
ょ
う
？

　
①
東
山
児
童
遊
園

　
②
日
之
出
町
桜
公
園

　
③
山
王
東
公
園

　
④
甲
陽
園
若
江
公
園

〔
第
６
問
〕　
甲
山
森
林
公
園
自
由

広
場
に
歌
碑
が
あ
る
、
江
戸
時
代

後
期
の
儒
学
者
は
誰
で
し
ょ
う
？

　
①
新
井
白
石

　
②
中
江
藤
樹

　
③
林
羅
山

　
④
頼
山
陽

解
答
は
次
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

�

次
号
9
・
10
月
号
に
続
く

　
甲
陽
園
目
神
山
町
の
「
や
ま
び

こ
会
シ
ニ
ア
会
」
は
、
4
月
3
日

の
午
後
、
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

が
美
し
く
色
付
い
た
広
田
山
公
園

内
に
あ
る
広
田
山
荘
で
「
露
の
團

四
郎
独
演
会
」
を
開
催
し
、
満
員

と
な
る
約
50
人
が
訪
れ
て
大
盛
況

で
し
た
。

　
甲
陽
園
市
民
館
で
4
月
13
日
の

午
前
10
時
半
か
ら
「
レ
コ
ー
ド
喫

茶
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
英
貴
さ
ん
（
甲
陽
園
目
神
山

町
）
の
、
阪
神
電
車
の
赤
胴
車
復

活
や
西
宮
神
社
の
大
屋
根
の
ふ
き

替
え
が
銅
（
あ
か
が
ね
）
と
い
う

話
と
昭
和
の
レ
コ
ー
ド
と
を
結
び

つ
け
た
楽
し
い
話
。
ま
た
、
神
足

嘉
行
さ
ん
か
ら
は
昭
和
の
曲
や
原

由
子
作
詞
作
曲
『
花
咲
く
旅
路
』

に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　
前
半
の
演
目
は
「
時
う
ど
ん
」。

軽
妙
な
話
術
で
爆
笑
を
誘
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
團
四
郎
さ
ん
の

得
意
技
の
顔
芸
も
あ
り
、
瞬
時
に

変
身
し
て
会
場
内
を
笑
い
の
渦
に

巻
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
笑
い
は
健
康
長
寿
の
も
と
と
い

わ
れ
ま
す
。
会
場
に
は
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
露
の
團
四
郎
さ
ん
は
、

三
代
目
露
の
五
郎
を
10
月
24
日
に

襲
名
し
ま
す
。

　
後
半
は
特
別
出
演
の
甲
陽
園
目

神
山
町
の
大
学
生
・
横
江
伊
織
さ

ん
に
よ
る
独
唱
。

　
甲
陽
園
小
学
校
時
代
か
ら
高
校

ま
で
地
域
の
合
唱
団
に
所
属
し
、

現
在
は
北
海
道
の
大
学
に
通
っ
て

い
ま
す
。

　
独
唱
楽
曲
は
『
さ
よ
う
な
ら
』

な
ど
3
曲
で
、
い
ず
れ
も
伊
織
さ

ん
の
好
き
な
武
満
徹
作
曲
の
人
間

へ
の
愛
が
こ
も
っ
た
楽
曲
で
し
た
。

会
場
に
、
心
に
届
く
歌
声
が
響
き

ま
し
た
。

５
年
ぶ
り
に
笑
顔
咲
く
春
の
ひ
と
と
き―

―

　若
江
・
神
園
町
自
治
会
が
花
見
を
開
催

５
年
ぶ
り
に
笑
顔
咲
く
春
の
ひ
と
と
き―

―

　若
江
・
神
園
町
自
治
会
が
花
見
を
開
催

や
ま
び
こ
会
シ
ニ
ア
会

や
ま
び
こ
会
シ
ニ
ア
会

落
語
会

落
語
会

��

露
の
團
四
郎
独
演
会

露
の
團
四
郎
独
演
会

宮
っ
子
音
楽
回
廊
主
催

宮
っ
子
音
楽
回
廊
主
催

  

レ
コ
ー
ド
喫
茶

レ
コ
ー
ド
喫
茶

（
問
い
合
わ
せ
先
）
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っ
子
音
楽
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廊
　加
美
智
一
さ
ん
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〔
第
１
問
〕　
大
正
7（
１
９
１
８
）

年
5
月
に
甲
陽
土
地
組
合
が
発
足

し
、
甲
陽
土
地
株
式
会
社
と
し
て

こ
の
地
の
開
発
を
手
が
け
た
人
物

は
誰
で
し
ょ
う
？

　
①
小
林
一
三

　
②
本
庄
京
三
郎

　
③
本
田
宗
一
郎

　
④
松
下
幸
之
助

〔
第
２
問
〕　
大
師
道
交
差
点
か
ら

播
半
、
甲
山
森
林
公
園
へ
の
風
景

描
写
を
書
い
て
い
る
宮
本
輝
の
小

説
の
題
名
は
何
で
し
ょ
う
？

　
①
青
が
散
る

　
②
優
駿

　
③
に
ぎ
や
か
な
天
地

　
④
蛍
川
・
泥
の
河

甲
陽
園
ク
イ
ズ

甲
陽
園
が
大
好
き
な

�
皆
さ
ん
へ
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My  Town　甲陽だより My  Town　甲陽だより

甲陽園 ナチュレ

甲陽地域コミュニティ協議会編集部

（1） （4）

広告 広告

なつぎ薬局

広告 広告

〒662-0013 西宮市新甲陽町3-12 ☎0798-76-1900

矯正・インプラント・歯周病などのご相談は、、、

令和7年7月1日 令和7年7月1日第391号 第391号

7・8月号

神原公民館（TEL：71-7444）
日　時 内　　容 講　師

7月10日㈭
14：30〜 16：00

絵本のお話会
〜絵本を通して子どもと大人の交流会をしませんか〜
語り手と子ども（聞き手）とお話の世界を共有します
対象：Aコース小さい子ども向け（4歳〜小学校2年生くらいまで）

Dコース大きい子ども向け（小学校3年〜）
定員：各15人（子どもの人数）連続参加可能　先着順

元保育士
竹原紀子

7月13日㈰
13：30〜 15：30

沖縄三線コンサート
沖縄県大宜味村出身の三線師範仲村元一先生が、教室の生
徒と一緒に「民謡」や「沖縄ポップス」を歌って演奏します。心に
優しく響き渡るような三線の音色をお楽しみください。沖縄文
化や貴重な戦争体験の話、三線体験コーナーもあります！
定員：40人　当日先着順　　　参加費：無料

三線師範
仲村元一

8月31日㈰
16：00〜

ポピュラーコンサート「化学反応」LIVE
ソールフルなボーカルと2人のギタリストが奏でる音楽。
観衆の皆さんとの化学反応を楽しみませんか。

グループ
「化学反応」

公 民 館 講 座
上ケ原公民館（TEL：72-7286）

日　時 内　　容 講　師

7月24日㈭
13：30〜 15：00

夏休みの工作
〜ビー玉スライダーを作ろう〜
（対象：小学2〜4年生）※要材料費
定員：20人　事前申し込み

つくらぶひろば
藤本直美

7月30日㈬
14：00〜 15：30

地震のおはなし
〜その起こり方と予知について〜

定員：60人　先着順

大阪大学名誉教授
理学博士
松田准一

事前申し込み：ホームページ、または電話（0798-72-7286）などでご確認くだ
さい。

表敬訪問する杉岡さん（中央）

　
公
益
財
団
法
人
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
日
本
連
盟
は
、
そ
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
最
高
位
で
あ
る
「
富
士

ス
カ
ウ
ト
章
」
を
令
和
６
年
度
に

受
章
し
た
ス
カ
ウ
ト
の
秋
篠
宮
皇

嗣
殿
下
へ
の
ご
接
見
を
3
月
26
日

に
、
石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
、
阿

部
俊
子
文
部
科
学
大
臣
へ
の
表
敬

訪
問
を
27
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
西
宮
第
10
団
か
ら
は
、
首
相
官

邸
へ
2
人
が
訪
問
し
、
そ
の
１
人

は
、
甲
陽
園
小
学
校
卒
業
生
で
現

徒
と
教
職
員
が
心
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
甲
陽
線
の
車
窓
に
広
が
る
た
く

さ
ん
の
桜
、
大
池
の
輝
く
水
面
、

甲
山
の
緑
、
そ
し
て
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
た
ち
と
意
欲
に
満
ち

た
職
員
に
迎
え
ら
れ
、
こ
の
甲
陽

園
小
学
校
に
勤
め
ら
れ
る
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
に
愛
さ
れ
、

地
域
と
共
に
あ
る
甲
陽
園
小
を
目

指
し
、
職
員
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

在
琉
球
大
学
2
年
生
の
杉
岡
薫ゆ

き
の乃

さ
ん
（
目
神
山
町
）
で
す
。

　
富
士
ス
カ
ウ
ト
章
を
受
章
し
た

高
校
生
や
大
学
生
47
人
と
面
会
し

た
石
破
首
相
か
ら
は
「
一
人
一
人

が
よ
り
素
晴
ら
し
い
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
、
そ
う
い
う
先
駆
者

と
し
て
、
さ
ら
に
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
の
激

励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
阿
部
文
部
科
学
大
臣
は

お
祝
い
の
辞
と
と
も
に
、「
希
望

は
人
を
成
功
に
導
く
」
と
い
う
ヘ

レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
言
葉
を
用
い
て

「
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
夢
や
希

望
に
向
か
っ
て
大
い
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
社
会
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
杉
岡
さ
ん
が
受
章
者

を
代
表
し
て
「
ス
カ
ウ
ト
活
動
で

培
っ
た
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

社
会
に
貢
献
す
る
人
に
な
り
た

い
」
と
、
そ
の
意
気
込
み
を
伝
え

ま
し
た
。

　
五
月
ケ
丘
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
出

没
。
3
月
上
旬
、
市
役
所
か
ら
貸

し
出
さ
れ
た
捕
獲
器
で
捕
獲
し
ま

し
た
。

　
今
年
の
8
月
15
日
は
、
80
回
目

の
終
戦
記
念
日
で
す
。
世
界
中
で

は
、
現
在
も
戦
争
の
悲
劇
が
繰
り

返
さ
れ
、
そ
の
現
状
を
ニ
ュ
ー
ス

で
見
聞
き
し
ま
す
。

　
か
つ
て
、
こ
の
甲
陽
地
域
に
住

ん
で
い
た
、
当
時
、
神
戸
大
学
教

授
で
、
政
治
学
者
、
歴
史
学
者
で

も
あ
っ
た
五い

百お

籏き

頭べ

眞ま
こ
と

さ
ん
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
外
交
史
の
研
究
者
で
あ
り
、「
行

動
す
る
学
者
」
と
し
て
戦
後
、
日

本
の
あ
る
べ
き
進
路
を
示
し
続
け

て
き
た
人
で
す
。
そ
し
て
、
日
本

の
外
交
の
あ
り
方
を
歴
代
総
理
に

助
言
し
、
貢
献
し
ま
し
た
。

　
惜
し
く
も
、
昨
年
逝
去
さ
れ
た

時
に
は
、
歴
代
総
理
も
葬
儀
に
列

席
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
も
侍
従

長
を
通
じ
て
弔
意
を
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
戦
後
80
年
の
日
本
の
平
和
を

守
っ
た
五い

百お

籏き

頭べ

眞ま
こ
と

さ
ん
。

　
今
、
あ
ら
た
め
て
平
和
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
た
い
も
の
で
す
。

甲
陽
地
域
に
住
ん
だ
政
治
学
者

甲
陽
地
域
に
住
ん
だ
政
治
学
者

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
10
団

　
　
　
　富士
ス
カ
ウ
ト
章
受
章

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
宮
第
10
団

　
　
　
　富士
ス
カ
ウ
ト
章
受
章

　
　
　杉岡
薫
乃
さ
ん
ら

表
敬
訪
問

　
　
　杉岡
薫
乃
さ
ん
ら

表
敬
訪
問

　
は
じ
め
ま
し
て
。
大
社
中
学
校

教
頭
に
着
任
し
ま
し
た
、
松
野
由

記
大
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、

大
社
中
学
校
に
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
明
日

が
楽
し
み
な
学
校
を
め
ざ
し
、
生

　
甲
陽
地
域
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち

は
。
こ
の
た
び
、
中
津
前
教
頭
の

後
任
と
し
て
、
真
砂
中
学
校
よ
り

着
任
し
た
藤
井
浩
樹
で
す
。
こ
の

美
し
い
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
提
供

す
る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
と

共
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

着
任
の
あ
い
さ
つ甲陽園小学校校長

� 平野直文�先生

上ケ原中学校教頭
� 藤井浩樹�先生

大社中学校教頭
� 松野由

ゆ

記
き

大
お

�先生

今年も開催します！

8月2日㈯17：00～20：30
甲陽園　夏まつり
場所：甲陽園小学校校庭
皆様ご参加ください。

問い合わせ→

丸尾雄二さん宅で捕獲

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　甲陽園地域の子育て交流の場として、毎週木曜
日に開室しています。手遊びや絵本読み聞かせ、
工作などの他、親子で楽しめるイベントなど企画
しています。

場　所   ―   コープ甲陽園 2F　集会室にて
西宮市新甲陽町 4-5（駐車場有り）

日　時   ―   毎週木曜日 10 時～13 時
対　象   ―   育児中の保護者とその子ども（0～3歳）

主催：甲陽園こぐまのわ　代表：秋田（koyoen.nijiiro@gmail.com）

甲
陽
園
ク
イ
ズ
の
答
え

　〔第
1
問
〕②
　
　〔第
2
問
〕③

　〔第
3
問
〕③
　
　〔第
4
問
〕③

　〔第
5
問
〕①
　
　〔第
6
問
〕④


